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市
内
の
交
通
事
故
件
数
の
現
状
に
つ
い
て

　

市
内
に
お
け
る
交
通
事
故
発
生
件
数

は
、
平
成
25
年
〜
平
成
28
年
の
経
年
で
見

て
み
る
と
、
自
転
車
関
連
の
交
通
事
故
件

数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
が
、
全
体
の
交
通

事
故
件
数
お
よ
び
負
傷
者
数
と
も
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
特
に
平
成
28
年
中
の
交
通

事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
昭
和
48
年
か
ら
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死者数
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松
原
市
内

松
原
警
察
署
管
内
で
統
計
を
取
り
始
め
て

か
ら
、
初
め
て
0
人
と
な
り
ま
し
た
。　

　
今
後
も
交
通
事
故
死
は
毎
年
0
人
を
目

標
と
し
、
自
転
車
関
連
事
故
、
全
体
の
交

通
事
故
件
数
お
よ
び
負
傷
者
数
に
お
い
て

も
年
々
減
少
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
、

　
　
　
マ
ナ
ー
は
守
り
ま
し
ょ
う

　
自
転
車
乗
用
中
の
事
故
の
多
く
は
、
安

全
運
転
義
務
違
反
に
よ
る
も
の
で
す
。
道

路
交
通
法
第
70
条
で
、「
車
両
等
の
運
転
者

は
、当
該
車
両
な
ど
の
ハ
ン
ド
ル
、ブ
レ
ー

キ
そ
の
他
の
装
置
を
確
実
に
操
作
し
、
か

つ
、
道
路
、
交
通
及
び
当
該
車
両
等
の
状

況
に
応
じ
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
な
速
度
と
方
法
で
運
転
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
自
転
車
運
転
中
は
音
楽
を
聴
い
た

り
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
り
、
脇
見
運

転
な
ど
は
し
な
い
よ
う
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
信
号
無
視
、
一
時
不
停
止
や
歩

行
者
用
道
路
に
お
け
る
車
両
の
義
務
違
反

（
自
転
車
徐
行
違
反
）な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
、

マ
ナ
ー
を
違
反
す
る
こ
と
は
、
交
通
事
故

に
あ
っ
た
り
、
交
通
事
故
を
起
こ
す
原
因

に
繋
が
り
ま
す
。安
全
確
認
、信
号
の
遵
守
、

一
時
停
止
な
ど
交
通
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を

守
る
こ
と
で
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
交
通
ル
ー
ル
、
マ

ナ
ー
を
守
り
、
自
転
車
に
乗
る
際
は
、
安

全
な
自
転
車
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

自転車安全利用5則

　松原市セーフコミュニティ交通安
全対策委員会は、取り組みの一つと
して、65歳以上の高齢者の人が自転
車乗用中に交通事故にあってしまっ
たときの頭部受傷による重症化を防
ぐため、自転車用ヘルメットの普及・着用推進を行っています。
　自転車用ヘルメット普及活動の一つとして、松原交通安全協会、
老人クラブ連合会、シルバー人材センターなどのご協力により平
成28年4月1日から自転車保険付きのお洒落な自転車用ヘルメット
（カバー付き）を松原交通安全協会で販売開始しました。さらに着
用推進活動として、交通安全教室の中では自転車を利用する際に
はヘルメットを着用するよう啓発を行ったり、市民まつりで元希
者クラブの皆さんがヘルメットを被り、「被ろう　安全　ヘルメッ
ト」の横断幕を持ちながらパレードするなど、自転車用ヘルメット
普及・着用推進のため多くの皆さんにご協力いただきました。

その結果、平成28年12月末までに
1,000人を超える人に普及すること
ができました。
　今後も引き続き啓発活動を行いま
す。自転車に乗る時は頭部を守るた
めヘルメットを被りましょう。

　　自転車用ヘルメットを着用し
　　自転車を利用しよう

出典：警察統計

①自転車は、車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④安全ルールを守る
　○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　○夜間はライトを点灯
　○交差点での信号遵守と
　　　　　　一時停止・安全確認
⑤子どもはヘルメットを着用


